
※（注）写真は今回撮り忘れたため、昨年のバザーの様子です。

職種氏名

趣味

自己紹介

　新しい生活がスタートしました。私は「ライザ・ウインド」（風に乗る）とい
う言葉が好きです。人生は逆風の時もあります。そんな時に、ふわっと
軽やかにその風に乗れる心の柔軟性を持てたらと思います。不慣れな
私ですが、どうぞよろしくお願い致します。

　生活指導員（非常勤）

好きな言葉ウクレレ演奏・映画鑑賞 心の柔軟性・感謝

大勝　せつ子

多目的室のテーブルとイスを増設し、給茶機や電子レンジ・オーブン等を導入

自主製品を展示するショーケースを設置

５００円

新しい下駄箱を設置 休養スぺースを設置

「幸せを呼ぶ！金のわらじ」ビーズ・ストラップ

村山たんぽぽ自主製品紹介

新しい職員を紹介します。 

新春カラオケ大会を開催 

 去る１月２日（月）、学園四丁目にあ

るスナック『ぴゅあ』さんをお借りして、

恒例の新春カラオケ大会を開催しま

した。 

 正月らしく料理もたくさん出て、皆

さん料理を堪能しながら、自分の得

意な歌を何曲も歌っていました。 

 村山たんぽぽのメンバーは本当

に歌好きな人がとても多いです。 

 村山たんぽぽの一年は、大盛り上

がりの新春カラオケ大会からスター

トしました。 
  

たんぽぽバザーを開催 

 去る２月１９日（日）、「たんぽぽバザー」を

開催しました。 多くの方々から寄贈いただいた、

衣料品を中心に、靴・カバン・食器・飾りものな

ど多種類の商品を販売しました。 

 バザーのお知らせは、村山団地を中心にメン

バーでお知らせチラシを配布しました。 

 当日は、多くのお客様にお越しいただき大変賑

わいました。 買い物をしていただいたお客様に

は、無料でお汁粉をサービスし、お客様に喜んで

いただきました。 

 バザー終了後には、所長からの差し入れの

「じゃがバター入り札幌みそラーメン」を皆でお

いしくいただきました。 

 バザーの接客や会計、お汁粉づくり、昼食の

ラーメンづくりも利用者が分担してそれぞれ行い

ました。 

「十二支のビーズ・ストラップ」を販売中 1,000円 

＊＊＊＊自分の干支のストラップはいかがですか＊＊＊＊ 

村山たんぽぽ 

自主製品 

＜ご注文承ります＞ 

042-569-8373 次のバザーは、 

４月１６日（日）開催 

9：30～12：00 

利用者の増加に対応し、利用者の皆さんが快適に過ごせるように、 

多目的室等の配置換えと、新しい備品を導入しました。 
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編
集
後
記

入所５年目のＨさん（５０代女性）の声 入所５年目のＫさん（３０代男性）の声

入所３年目のＵさん（５０代男性）の声 最近入所されたＫさん（２０代男性）の様子

職員のｗｅｂ研修の様子

ｗｅｂ職員研修の主な内容
新人コース　　・　　中堅コース　　・　　管理職コース　（３つのコース）

■障がい者支援の基本　　　　　　　　　　■障がい者支援技術・知識

■個別支援計画・ケース記録　　　 　　　■リスクマネージメント

■虐待防止　　　　　　　　　　　　　　 　　　■怒りのマネージメント

昨年の「元気フェスタ」でのステージの様子

日時

場所

平成２９年　５月２１日（日）

武蔵村山市民総合センター 元気な頃の
故 山田政弘さん

■クレーム対応　　　　　　　　　　　　　　　■感染症対策

■組織マネージメント　　　　　　 　　　　　■知的障がいの理解・支援

■自閉症の理解・支援　　　　　　　　　 　■強度行動障害の理解・支援

■高齢障がい者の理解・支援　　　ｅｔｃ．となっています。

職員のｗｅｂ研修を始めました！ 

 本年１月より、ＮＰＯ人材開発機構が提供している、障がい者支援

施設向けオンライン職員研修である「サポーターズ・カレッジ」によ

る職員のｗｅｂ研修を始めました。 

 サポーターズ・カレッジの講師は、長年、現場で活躍しておられる

プロ職員の方々で、支援のプロから、日々の業務の中での支援の

あり方とやり方を学びます。 

 月１回、職員全員が一緒に受講し、テーマについてディスカッショ

ンを行います。 

 ｗｅｂ研修には、パソコンがあればどこでも何回でも自分の都合

の良い時間に学ぶことができるメリットがあります。 

今年も「元気フェスタ」のステージに、 

「たんぽぽ合唱団」が出演します！ 
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■（※Ｋさんは、話ができません）朝のラジオ体操はだれ

よりもきれのある体操を行い、休み時間にはピアノ演

奏を披露してくれます。最初は、大声を出したり、他人

の腕をたたいたりして、他のメンバーも戸惑っていま

したが、今はみんなが自分の弟のように見守ってく

れるようになりました。Ｋさんが住むグループホーム

職員の話では、「村山たんぽぽに通うようになってか

ら表情が豊かになり笑顔が増え、他人に対する譲り

合いの気持ちが持てるようになった。」ということで

す。 

■２か月に1回、市民活動センターの広報誌「コラ

ボ・バ」を配布する仕事をしていると、威勢のいい

声で、「ご苦労さん」と声をかけてくれる店の大将

がいて、とても気持ちが良い。 

「村山たんぽぽ」は、下町のトラさんがいるような

人情味のある作業所だ。 

 これからも村山たんぽぽのみんなと一緒に絆を

深め、努力しながら実りある人生を送れるように

頑張っていきたい。 

■１日のスタートはラジオ体操と歌から始まります。 

朝のミィーテイングはみんなが個々に思っている

ことをや感想を述べ、笑いが絶えません。 施設内

作業は、ビーズの装飾品や毛糸の手編み物、パス

テルハガキ画、七宝焼きアクセサリーの製作など

を行っており、私は主に、毛糸の手編み製品を作っ

ています。 施設も新しくなり、給茶機やピアノや

テレビ・シャワー室等もあり、恵まれた環境の中で

作業ができることを嬉しく思っています。 

■「村山たんぽぽ」はいじめが無く、皆と仲良く作

業ができるので、引きこもりだった私でも毎日通っ

ています。 

 やれる仕事がないと思っていたけど、職員さん

の指導で色々できるようになり、食も進むように

なりました。 

 新しい作業も増えていくようなので、今まで

やったことのない作業も進んで挑戦し、楽しみな

がら自分の物にしていきたいと思っています。 
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日時 平成２９年５月２１日（日） 

10:00～16：00 

場所 武蔵村山市民総合センター 



玄




